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ごあいさつ

この度は、ベスタクス FADERBOARDを お買上げ頂きまして誠にありがとうございます。
ご使用の前に、本取扱説明書をよくお読み頂きますようお願い致します。
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ご使用上の注意

電源について

●雑音を発生する装置 (モーター、調光器など)や消費電力の大きな機器とは、異なるコンセントを使用し
て下さい。

●接続する際は、動作音、スピーカーなどの破損を防ぐため、必ず全ての機器の電源を切ってから行
つて下さい。

設置について

●この機器の近くにパワーアンプなどの大型のトランスをもつ機器があると、
ハム (うなり)を誘導することがあります。

この場合は、この機器との間隔や方向を変えて下さい。

●テレビやラジオの近くでこの機器を動作させると、テレビ画面に色むらが発生したり、ラ
ジオから雑音が出ることがあります。

この場合は、この機器を速ざけて下さい。

お手入れについて

●通常のお手入れは、柔らかい布で乾拭きするか、固く絞つた布で汚れを拭き取つて下さい。汚れ
が激しい時は、中性洗剤を含んだ布

で汚れを拭き取つてから、柔らかい布で乾拭きして下さい。

●変色や変形の原因となるベンジン、シンナーおよびアルコール類は、使用しないで下さい。

●故障の原因となりますので、市販の接点復活材、潤滑スプレーの中でもシリコンオイル製のスプレ
ーは使用しないでください。

修理について

●お客さまがこの機器を分解、改造された場合、以後の性能について保証できなくなります。また修理を
お断りする場合がございます。

●当社では、この製品の補修用性能部品 (製品の機能を維持するために必要な部品)を、製造打ち切り後、
8年間保有しています.こ

の部品保有期間を修理可能の期間とさせていただきます。なお、保有期間が経過した後も、故障箇所によ
つては修理可能な場合があ

りますので、お買い上げの店または、当社商品の取り扱い店にご相談下さい。

●本機の保証期間は1年ですが、クロスフェーダーやインプットフェーダーなどを耐久性の超えた使い方 (ス
クラッチプレイでご使用

になった場合など)をされると、通常のパーツの耐久期間が、 lヶ月に短縮されてしまうことがあります。その場合、保証期間内で

修理に出されても、消耗部品という判断により、パーツ交換代として実費を請求させていただきます。

その他の注意について

●故障の原因となりますので、スイッチ、ツマミ、入出力端子などに過度の力を加えないで下さい。

●ケーブルの抜き差しは、ショートや断線を防ぐためプラグをもって行つて下さい。

●音楽をお楽しみになる場合、隣近所に迷惑がかからないように、特に夜間は音量に十分注意して下さい。

●輸送や引越しの際は、この機器が入っていた段ボール箱と緩衝材、または同等品で相包して下さい。
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安全上のご注意

この「安全上のご注意」は、製品を安全に正しく

するために、いろいろな絵表示をしていますので

します。

お使いいただき、あなたや他の人々への危害や損害を未然に防止

「安全上のご注意」の内容をよくご理解下さいますようお願い致

△ 警告
●

　

●

　

●

万一、煙が出ている、変なにおいや音がするなど異常状態のまま使用すると、火災 感■の原因となります。すぐに機器本体電源スイッチを切り、その後
必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。煙が出なくなるのを確認して販売店に修理をご依頼 ください。

万一、内部に水や異物などが入った場合は、ます機器本体の電源スイッチを切り、その後電源プラグをコンセントから抜いて、販売店にご連絡ください。
そのまま使用すると、火災・感電の原因となります。

万―、この機器を落としたり、キャビネットを破損した場合は、機器本体の電源スイッチを切り、その後電源プラグをコンセントから抜いて、販売店にご
連絡ください。そのまま使用すると、火災・感電の原因となります。

● 風呂場では使用しないてください。火災・感電の原因となります.

l                 i
本機の特長

● FADERBOARDと は、 “演奏者の感覚をどのように楽器に伝えるか"、 “演奏するという行為がおもしろいか"と いう、楽器にお
いて特に重要な音のコントロールを、フェーダーのスライ ドで行う新しいコンセプトの楽器です。

● フェーダーのスライドでは、発音・持続音・減衰音・音量・エンペロープなどのさまざまな要素を、従来の楽器演奏の常識にとら
われない発想で演奏することが可能です。

● 30種類の内蔵シンセ音源と、ユーザーが外部機器などから入力しサンプル録音した音源を『 KEY FADER』 でスケールを持つよう
に設定し演奏が可能な他に、10セ ットの内蔵 ドラムキット音源でリズムを感覚的に演奏することが可能です。

● PHONO/LiNE/MiCの入力端子を持ち、外部機器の音に伴い演奏することや、外部機器の音をサンプル録音することが可能です。

3

お手入れの藤は安全のため電源プラグをコンセントから抜いて行なってくださtヽ。
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ときは、書量を上{チすぎないようにご注意ください。耳を刺激するような大きな音量で長時間続けて聞くと、聴力に悪い影響を

目理台や加湿器のそばなど湯煙が当たるような場所に置かないでください。火災・感電の原因となることがあります。
ぐらついた台の上や傾いた所など不安定な場所に置かないてください。落ちたり、倒れたりしてけがの原因となることがあります。
電源コー ドを熱器具に近付けないてください。コー ドの被ふくが溶けて、火災・感電の原因となることがあります。

琶嘉富ぢ菫子夕
自動車の中やIE射日光が当たる場所など異常に温度が高くなるl■所に放置しないてください.部品に悪い影響を与え、火災の原因となるこ

湿気やほこりの多い場所に置かないでください。火災・感電の原国となることがあります。

漏れた手で電源プラグを抜き差ししないてください。感電の原因となることがあります。

■源プラグを抜くときは、電源コードを引っ張らないてください。コードが傷つき、火災・感電の原因となることがあります。必ずプラグを持って抜いてください。



● スマートメディアスロットを装備し、FADERBOARDで 作成した音源を保存、読み込みすることや、パソコンで作成した音源を
FADERBOARDに 読み込み使用することが可能です。

MID:出力端子を装備していますので、本機をマスターにし、外部 M:DI機器を操作することが可能です。

12種類の内蔵エフェクターを搭載しています。

接続して音を出してみましょう

1.接続する

付属のDCアダプターを本体リアパネルの[アダプター端子]に接続し、アダプター本体をコンセントに差し込んでください。

[L:NE出力端子]と ミキサーやアンプ等の外部機器の LINE入力端子を接続します。接続が終わつたら、[POWERスイッチ]を押し

電源を入れてください。

●

　

●

①

　

②

POWERスイッチ

アダブター端子 uNE出力嗜子

<リ アパネル都>

2.音 を出す

② [M.F.REVERSEス イッチ]の位置を確認 し、EMASTER FADER]の ポ リューム位置を音声が出力される位置に設定 します。

[M.F.REVERSEス イッチ]は [MASTER FADER]の 方向を逆転することができます。

① [MASTER LEVELポ リューム]を上げ、[MUTEスイッチ]が
オフ状態 (LED消灯)であることを確認します。

[MUTEスイッチ]は LiNE出力からの音を消音することがで

きます。

M F REVERSEス イッチ

0

Mげ「EスイッチーーーE≡

=コ

MASTER LEVELポ リューム

M.F.REVERSEス イッチ
“REVERSE"選択時
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ｃｒ
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◎

¨
Ｌ

　̈　　一　“

M.F.REVERSEス イッチ
“NORMAL"選択時

全o二 ◎ノ ↓⑥二◎ン

MASTER FADER



③ [KEY FADER]を 上げて音を出し正しく接続されているかどうかチェックします。
[MASTER LEVELポ リューム]や接続したミキサー、アンプ等の外部機器のレベルポリュームで適度な音量に調整 してください。

また、[MASTER EQポリューム]で、高音域と低音域の音質を調整することができます。

● ●

MASTER EQポ リューム

3.ヘ ッドホンを使用するには

KEY FADER l～ 10

①

　

②

ヘッドホンを使用するには、まずヘットホンを本体前面の [ヘ ッドホン端子]に接続します。

次に [MON:丁OR SELECTス イッチ]でヘッドホンに出力される音声信号を選択し、EMON!TOR LEVELIポリュームで音量を調整します。

MONITOR LEVELポリューム

MON:TOR SELEC rス イッチ

[MON!TOR SELECTス イッチ]の機能はそれぞれ以下のようにな ります。

PHONO、 LINE、 MiCの外部入力の音声信号がヘッドホンから出力されます。
[!NPUT LEVELポ リューム]で音量を調整することもできます。

[MASTER FADER]の 位置に関わらず、全ての音声が出力されます。

L:NE出力される音声と同じ音声が出力されます。
[MASTER FADER]で ヘットホンの出力を消音することはできますが、
[MUTEスイッチ]は無効になります。
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演奏してみましょう

シンセサイザーなど一般的な電子鍵盤楽器の鍵盤に相当する機能を、本機ではフェーダーのスライドにより実現することができます。

FADERBOARDで は、これらのスライドフェーダーのことを、[KEY FADER]と 呼びます。
FADERBOARDで 演奏するにはまず、[KEY FADER]で 演奏するトーン (音色)を選択します。次に、10本の [KEY FADER]が どのよ

うに進行するか、キーとスケール (音階)を設定し演奏します (ドラムプログラムの際は、キーとスケールの設定はできません)。

1.ト ーン (音色)の設定

創 目

鳥
□

轟
□

ETONEス イッチ]を押すと [TONE LEDlが 点灯します。

この状態で [CONTROLフ ェーダー]を上下に動かしトーンを選

択します。

また、[CONTROLフ ェーダー]ではなく EEXIT/+ス イッチ]、

[ENTER/― スイッチ]で操作することも可能です。

FADER BOARDに はシンセプログラム 30種、 ドラムプログラム
10セットの内蔵音源が入っています。また、ユーザープログラム

最大10バ ンクを作成することが可能です。

ただし、ユーザープログラムは作成されるまで、表示されません。

ディスプレイ

TONE LED

TONEス イッチ

一
燎
綱

。
鵬
□

CON「ROLフェーダー

EXlT/+ス イッチ

EN「ER/― スイッチ

シンセプログラム ・内蔵シンセ音源 :30種

・各KEY FADERに は、選択された音色が音階をもつように設定されます
。詳しくは付録の表 1シンセプログラムを参照してください。

<ディスプレイ表示>

S.01～ S.30

ドラムプログラム ・内蔵トラムセット音源 :10セット
・各KEY FADERに は、選択されたドラムセットのそれぞれの音が設定さ

れます。

・詳しくは付録の表 2ド ラムプログラムを参照してください。

<ディスプレイ表示>

d.01～d.10

ユーザープログラム ・ユーザーがサンプル録音する音源 :最大 10バ ンク

・サンプル録音した音源は繰り返し くループ)再生されます。

・各KEY FADERに は、選択された音色が音階をもつように設定されます。

・詳しくはユーザープログラムについてのページを参照してください。

くディスプレイ表示>

U.01～U.10

2.キー、スケール (音階)の設定 <シンセプログラム、ユーザープログラムの場合>

シンセプログラムまたは、ユーザープログラムを選択した際、[KEY FADER]の スケール (音階)を 5種類の中から選択
し、設定する

ことができます。選択したスケールは、 1～ 8の [KEY FADER]が 1オクタープになるよう設定されます。スケ
ールを設定するには

[KEY ASS!GNス イッチ]と [SCALE切 り替えスイッチ]を合わせて使用します。

ルートキー (スケールの主音、基となる音)の設定

まず、スケールのルートキーを設定します。

[KEY ASS:GNスイッチ]の C～ B(ド～シ)までのスイッチか

ら選択すると、選択した[KEY ASS:GNス イッチ]の LEDが点灯

し、そのキーが [KEY FADER]の 1に割り当てられます。

演奏の最中にルートキーを切り替えると、出力音のキーも影響さ

れます。

また♯のスイッチを押すと LEDが点灯し、フレー トキーが♯ (半

音上)に変更されます。♯を解除するには、♯のスイッチをもう
一度押すか、他の [KEY ASS:GNス イッチ]を押します。

SCALE切 り薔えスイッチ

O    ~~~~~~

KEY ASS:CNス イッチ



スケール (音階)の設定

設定したルートキーをもとに、[SCALE切 り替えスイッチ]により、[KEY FADER]の スケール (音階)を選択します。
以下の表は、Cをルートキーにした場合の [KEY FADER]の スケールの割り当てになります。

ARABIC(正式には Double Harmonic Scale)
GYPSY 01称 HungaHan Minor Scale)

注意 :MiNORスケールでは HARMONiC MiNORと MELODIC M!NORス ケールは設定できませんので、
6 thと 7 thで ♯ スイッチを使用 してください。

[OCTAVE切 り替えスイッチ]により、± 1オクタrプの音階の
切り替えをすることができます。

演奏の最中に [OCttAVE切 り替えスイッチ]を切り替えると、出
力音のオクタープも影響されます。

オクタープは 8つですが、FADERBOARDに はトーンや ドラムの
演奏の幅を提供するために EKEY FADER]が 10本あります。
よつて、オクタープを変換しても重複する音域が発生します。

詳しくは付録の表 5オクタープ・KEY FADER対 応表を参照して
ください。

3.ビッチ、BPM(テンポ)の設定

OCTAVE切り替えスイッチ

¬ i

´

／

Ｆ

Ａ

Ｄ

Ｃ

ｔ

◎

螂

1 2 4 5 6 7 8 9 10

MA」 OR(長調) C D E F G A B C D E

MAINOR(短ヨD C D E♭ F G A♭ B♭ C D E♭

ARABiC C D♭ E F G A♭ B C D♭ E

GYPSY C D E♭ F♯ G A♭ B C D E♭

BLUE NOTE C D E♭ F G♭ A B♭ C D E♭

t v7A&ft. {:zzkaa/= a. =-t-ant) ;.ryCe>

トーン設定がシンセプログラム、またはユーザープログラムの場

合、[TUNE/BPMス ィッチ]を一回押すと LEDが点灯し、
[CONTROLフ ェーダー]で士半音 (± 1∞セント)の ビッチを 2
セント刻みで変えることができます。

また、ECONTROLフ ェーダー]ではなく [EXIT/+ス イッチ]、
[ENTER/― スイッチ]で操作することも可能です。

演奏の最中にビッチを変えると、出力音のビッチも影響されます。

BPMの設定 <ド ラムプログラムの場合>

g目目
0   0

ruNE/B?M^iy" --EE]
０
帥
□ Ｏ難［］］

トーン設定が ドラムプログラムの場合、[TUNE/BPMス ィッチ]を一回押すと LEDが点灯し、[CONTROLフ ェーダー]で BPMを変
えることができます。

ENTER/― スィッチ

7



また、[CONTROLフ ェーダー]ではなく[EX:T/+スイッチ]、 [ENTER/― スイッチ]で操作することも可能です。

演奏の最中に BPMを変えると、出力音の BPMも影響されます。

ドラムプログラムは、初期設定で BPMは 0に設定されているためループ再生されません。この場合、[KEY FADER]の レベルを一回上

げると、 ドラム音が1回再生されます (ワンショット再生)。 BPMを 0以上に設定するとその BPMでループ再生されるようになります。

CONTROLフ ェーダーのプロテク ト機能について

トーン設定とビッチ/BPM設 定の切り替え時には、[CONTROLフ ェーダー]にプロテクト機能が働きます。例として、ビッチ/8PM
設定で [CONTROLフ ェーダー]を動かした後に、 トーン設定に戻って、[CONTROLフ ェーダー]を使って トーンを選択する場合、
ECONTROLフ ェーダー]が現在選択されているトーンの位置を通過してから、 トーンの変更が可能になります。この機能は、ビッチ/
BPMの変更によつて、意図しない音源の切り替えを避けるためです.
なお、[E刈T/+ス イッチ]、 [ENTER/― スイッチ]を使用してプログラム (トーン、ビッチ/BPM)を変更した場合は、スイッチが

押された段階でプロテクト機能は解除され、プログラムを変更することができます。

4.フ ェーダーカープの設定

[KEY FADER]お よび [MASTER FADER]は 、音量変化のカープを演奏の用途に応 じて、切 り替えることができます。

KEY FADER CuRVE切 り替えスイッチ  WSTER FADER CUBVE切り書えスイッチ

KEY FADERカ ープの設定

[KEY FADER CURVE切 り替えスイッチ]で、[KEY FADER]の 音量カープを 3段階に切 り替えることができます。

設定は以下の通 りです。

Ar」

B/

C「

フェーダーの前半では緩やかに、フェーダーの後半で音量が急速に大きくなります。

フェーダーの動きに応じ、一定に音量が大きくなります。柔らかい音を演奏をする場合や、自然に

音を重ねていく場合などに効果的です。

フェーダーの始まりで急速に音量が大きく出ます。 ドラムプログラムなどの単音を演奏する場合や、

素早い連符を演奏する場合などに効果的です。

フェーダーの前半では緩やかに、フェーダーの後半で音量が急速に大きくなります。

フェーダーの動きに応じ、一定に音量が大きくなります。

フェーダーの始まりで急速に書量が大きく出ます。

MASTER FADERカ ープの設定

[MASTER FADER CURVE切 り替えスイッチ]で、[MASTER FADER]の 音量カープを 3段階に切り替えることができます。

設定は以下の通りです。

A」

B′/

C「
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ユーザープログラムについて

ユーザープログラムとは、PHONO、 LINE、 MICの いずれかの外部入力から FADERBOARDに サンプル録音 したり、スマー トメディア
から FADERBOARDに 読み込んだ り、FADERBOARDで の再生音をサンプル録音するなどの、ユーザーがサンプル録音 し、保存 した
音源のプログラムのことです。

これ らの音源は FADERBOARD内 のバンクファイルに保存され、 FADERBOARDの トーン (音色)の一部、ユーザープログラムとし
て演奏に使用することができます。

ユーザープログラムは、最大 10バ ンク (∪ .01～ U.10)作成することができます。
10バ ンク (U.01～U.10)合計のサンプリングタイムは、最大約 30秒 にな ります。例えば、 1バ ンクに 30秒サンプリングした り、10
バンク (U.01～U.10)に 3秒間づつサンプリングしたりと自由に設定することができます。

ユーザープログラムをサンプル録音する

① FADER30ARDの リアパネルの入力端子に外部機器を接続し、
[INPtrr SELECTス イッチ]で使用する外部入力音を選びます。

ターンテープルを接続する際はアース線を [GND端子]に接
続してください。

外部機器からの入力音に限らず、FADER80ARDの 演奏、も
しくは外部機器の入力音に FADERЁ OARDの演奏を重ねた
ものもサンプル録音することが可能です。

② [INPUT LEVELポ リューム]でサンプル録音する音源の音量
を調整します。[SiGNAL/PEAK LED]が点灯すると、入力
の音量が大きすぎて音が割れることがあります。

虹̈̈一‐‐‐中‐̈

[c,1`Σ ]―
―一 PHoNO入 力端子

R¨
GND端子

S:GNAL/PEAK LEO

:NPUr LEVELポ リューム

ＷＡＶＯ 目目目
0   0

□ □ □

凸細

０
○̈

０
純（）

SAVEスイッチ SAVE LED

REC LED点減、ディスプレイに“U_――"が点滅します。③ [RECスイッチ]を 1回押すとサンプル録音スタンバイ状態に
なります。

サンプル録音スタンバイ状態を解除するには [丁ONEス イッ
チ]またはEEXlT/― スィッチ]を 1回押してください。

[RECスイッチ]をもう1回押すとサンプル録音が開始されます。
サンプル録音を開始するタイミングで、外部入力からサンプ
ル録音する音源を再生するか、FADER30ARDで サンプル録
音する演奏を行います。

⑤ [RECスイッチ]を再度押すとサンプル録音が終了し、[SAVE
スイッチ]が点減します。

占/畦囀
REC LED点灯、ディスプレイに 'U――・が点滅します。

凸/嘩鞠
ディスプレイに"U.――"が点灯します。SAVE LED点減、

一●―

“

ヽ

□

REC LED― ――

IF「

Fllilill'~」 i:itiu

RECスイッチ

/ 」
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2.サンプル録音した音源を保存する

① サンプル録音が終了するとサンプルを[KEY FADER]で 確認することができます。録音したサンプル音のみを確認す
るには、

日NPUT LEVELポ リューム]で外部機器の入力音を下げるか、外部機器の再生を止めてください.

[OCTAVE切 り替えスイ ッチ]が 0の時、 1の [KEY FADER]で 、サ ンプルが入力音 と同 じビッチで再生 され ます。

② SAVEス イッチを押すと [SAVE LED]が点灯し、通常は空い

ているバンクで一番若い数字のバンクナンバーが [ディスプレ

イ]に点滅します。ECONTROLフ ェーダT]を使用して、サン

プル録音した音を保存するバンクナンパーを選択します。

空いているバンクには数字の最後に点が表示されます。すで

に使用されているバンクには数字の最後に点が表示されませ

ん。また、すでに使用されているバンクに上書き保存するこ

ともできます。

③ 次に、[ENTER/― スイッチ]を押すと保存が始まり、[ディス

プレイ]が回転表示をします。回転が止まると保存終了になり

ます。

SAVE LED点灯、ディスプレイにバンクナンバーが点滅します。

凸/曖

④ サンプル録音し保存した音源は、ユーザープログラムとして使用することができます。ETONEス
イッチ]を押し、[CONTROLフ ェ

ーダー]で選択してください。

3. START POINT/END POINTを 設定する

録音 したサンプル音は、[SttARtt PO!NTフ ェーダー]と EEND

POiNTフェーダー]を操作 して開始位置と終了位置を調整 し再生

範囲を変更することができます。

① 再生範囲の変更は、[KEY FADER]を上げサンプル音を再生

させながら、ESTART POINTフ ェーダー]と [END POINT

フェーダー]を操作して設定します。この時、[SAVE LEDlが

点灯します。

また、ESTART POl面 フェーダー]と [END POl面 フェーダー]

の位置が左右入れ替りますと、サンプル音はリバース再生さ

れます。

② 再生範囲を変更後、保存をする場合は、ユーザープログラム

のバンクナンバーを選択し、[SAVEス イッチ]を押すと、

[SAVE LEDlが 点灯し、[ディスプレイ]の表示が点滅します。

③ 次に、[ENTER/― スイッチ]を押すと保存が始まり、[ディスプレイ]が回転表示を
します。回転が止まると保存終了になります。

4.ユーザープログラムの消去

① ユーザープログラムを消去するには、まず消去したいバンクナンバーを[CONTROLフ ェ
ーダー]で選択します。

② [TONEス イッチ]と [SAVEスイッチ]を同時に押すとバンクナンバーの表示が点滅します。

③ 次に、EENTER/― スイッチ]を押すと消去が始まり、[ディスプレイ]が回転表示をします。回転が止ま
ると消去終了になります。

"

START PONrフ ェーダー ー ー ー 1詳 細 暑 →

戦

一。
鵬□ENO P01NTフ ェーダー

□̈

”□

∴
□
Ｒ
□

＆
□
３
□

一賽
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スマートメディアについて

スマー トメディアを使用し、FADERBOARDで 作成したユーザープログラムを保存することができます。また、パソコンなどからスマ
ートメディアに保存した WAV形式のファイルを、FADERBOARDに 読み込みユーザープログラムとして使用することもできます。

スマートメディアをフォーマットする

スマー トメディアを FADERBOARDで ご使用できるようにフォ
ーマットをします。

① [スマートメディアスロット]にスマートメディアを挿入しま

す。

②

③

[SMARTMEDIA SAVEス イッチ]を押します。
スマー トメディアがフォーマットされていないときや、正し

く認識されないときは『 For』 と表示されます。

フォーマットするときは、[EM「ER/― スイッチ]を押します。

(フォーマットしないときは、[EX!T/+ス イッチ]を押すか
カードを抜きます。)

0    0    0

7°

°

SMART MED:A SAVEス イッチ

スマートメディアスロット

ユーザープログラムのバンクすべてをスマートメディアに保存する

① [スマートメディアスロット]にスマートメディアを挿入します。

② [SMART MEDiA SAVEス イッチ]を押 します。

③ [ディスプレイ]に保存先のバンクファイルナンバーが表示されます。

[CONttROLフ ェーダー]を使用して、バンクファイルナンバーを 1～ 9の うちから選択します。

『 -1-』 のように表示されている場合は、空いているバンクファイルで、『 [1]』 のように表示されている場合はすでにデータが

保存されているバンクファイルになります。データが保存されているバンクファイルを選択した場合は、データが上書き保存され

ます。

④ [ENTER/― スイッチ]を押して保存を実行します。保存が終了すると表示が保存実行前の状態に戻ります。
スマートメディア上には『 1.FB』 ～『 9.FB』 というフアイル名でセープされます。



スマートメディアのバンクフアイルごとユーザープログラムヘ読み込む

① [SMARtt MEDiA LOADス イ ッチ ]を押 します。
0    0    0

77°
② [ディ ス プ レ イ ]に バ ン ク フ ァ イ ル ナ ン バ ー が 表 示 さ れ ま す 。             SMART MEDA LOADス イッチ

[CONTROLフ ェーダー]を使用してバンクフアイルを選択します。

③ 再度 [SMART MEDiA LOADス イッチ]を押すと [ディスプレイ]に『 AL』 と表示されます。このとき [SAVE LED3が 点灯します。

④ [ENTER/― スイッチ]を押すと読み込みが開始されます。終了すると表示が元に戻ります。

スマートメディアのバンクフアイルの中からバンクをユーザープログラムヘ読み込む

① [SMARtt MEDlA LOADス イッチ]を押します。

② [ディスプレイ]にバンクファイルナンバーが表示されます。[CONTROLフ ェーダー]を使用してバンクファイルを選択します。

③ 再度 ESMARTMED:A LOADス イッチ]を押すと [ディスプレイ]に『 ALL』 と表示されます。このとき [SAVE LEDlが点灯 します。

④ [CONTROLフ ェーダー]でバンクファイル内のバンクを選択し、表示させます。このとき [SAVE LED]が点滅します。

⑤ もう一度 [SMART MED:A LOADス イッチ]を押すと、表示されているバンクを読み込み、再生 します。[SMART MED:A LOADス

イッチ]を押すたびに繰り返し再生します。

⑥ ESAVEス イッチ]を押すと、[SAVE LED]が点灯し、読み込み先のユーザープログラムのバンクナンバーが表示されます。

[CONTROLフ ェーダ‐]で読み込み先バンクナンバーを選択します。

⑦ [ENTER/― スイッチ]を押すと読み込みが開始されます。終了するとトーン設定の状態に戻ります。

スマー トメディアの WAVフ ァイル、 AIFFフ ァイルをユーザープログラムヘ読み込む

① [SMARtt MED:A WAVス イッチ]を押します。

② [CONTROLフ ェーダー]でファイルを選択し、表示します。
このとき [SAVE LEDlが点滅します。

③ もう一度 [SMART MED!A WAVス イッチ]を押すと、表示さ
れているバンクを読み込み、再生します。[SMART MEDiA
WAVスイッチ]を押すたびに繰り返し再生します。

④ [SAVEス イッチ]を押すと、[SAVE LED]が 点灯し、読み込
み先のユーザープログラムのバンクナンバーが表示されます。

[CONTROLフ ェーダー]で読み込み先バンクナンパーを選択
します。

0    0    0007
SMART MED:A WAVスイッチ

⑤ [ENTER/― スイッチ]を押すとロードが開始されます。終了するとトーン設定の状態に戻ります。

12



WAVフ ァイル、AIFFフ ァイルの作成のしかた

FADERBOARDの ユーザープログラムで読み込むためには以下のようにファイルを作成してください。

・WAVフ ァイル形式もしくは、A:FFフ ァイル形式
・8 bitも しくは、16b性 のモノラル

・CЮ ～99.wavも しくは、∞ ～99.afのように、ファイル名は、 2桁の数字 (1の場合は 01のように)と拡張子を付けたものにして
ください。同じ2桁の WAVフ ァイルと A!FFフ ァイルが両方存在する場合には、WAVフ ァイルが優先されます。
・FADERBOARD側で音量調整することはできません。ファイルを作成する際に音量を調整してください。
・サンプリング周波数は、32 KHzの際、FADERBOARDで同じビッチで再生されます。その他の周波数で作成した際は、ビッチが異
なって再生されます。その際は、FADERBOARD側でピッチを調整してください。
・8 bit 32 Kノ イヽ トもしくは、16b忙 64Kノ イ` トの WAVフ ァイル、AiFFフ ァイルで約 1秒間 FADERBOARDに読み込ませることが
できます。

● Smart MediaTMは (株)東芝の登録商標です。

MIDiチャンネルとMiDiモードの設定

M:Diと は、「 Mugcal:nstrument Digtta::nterface」 の略で、電子楽器間でデータを送受信するための規格です。
FADERBOARDで は、MiDiモ ードで接続した外部の M:Di機器を FADERBOARDをマスターとして演奏することができます。

1.M!DIチャンネルの設定

① FADERBOARDの [MIDi出力端子]と外部機器の MiD:入力
端子を接続 します。

② [MlDiス イッチ]を押すと [MIDi LED3が 点灯 し、MID:チャン

ネルを設定することができます。

③ [CONTROLフ ェーダー]で 1～ 16の M:D:チ ャンネルを選択
し、受信側の各機材のチャンネルに合わせてください。
[COM「 ROLフェーダー]を動かし、チャンネルを選択すると、
[SAVE LED3が点滅します。
M!Diチャンネルがすでに設定されている場合、設定された番
号を選択しても [SAVE LEDlは点滅しません。

④ [SAVEスイッチ]を押すと、[ディスプレイ]に『 ―』と表
示され、[ENTER/+ス イッチ]を押すと M:DIチ ャンネルが
設定されます。

目目目

□̈

□̈

蕊
ロ
ユ
ロ

轟□
品□
―
紘Ｍ

M!DI出力端子
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2.MIDiモー ドの設定

①

　

②

[MiDlス イッチ]を 1秒以上押していると、[MiD!モ ー ド]の設定に入ります。

[CONTROLフ ェーダー]でノー トナンバーの出カフォーマットを『 ntl』 、『 nt2』 の 2種類から選択します。

ノートナンバーの出カフォーマットは、それぞれ以下のようになります。

『 ntl』   [ocTAVE切 り替えスイッチ ]、 [KEY ASS:GNス イッチ]、 [SCALE切 り替えスイッチ]で設定
した [KEY FADER]の 音程通 りのノー トナンパーが [MiDi出 力端子]か ら出力されます。
FADER30ARDの [CONTROLフ ェーダー]を動かすことで受信側の機材のプログラム (トーン)
を切 り替えることができます。

『 nt2』   各 [KEY FADER]に 固定のノー トナンバーがアサインされます。
ノー トナンバーは、35～ 64にな り、[OCTAVE切 り替えスイッチ]を使用 して以下のように設
定 します。一般的なサンプラーのノー トナンバーに相当します。

・OCttAVE切 り替えスイッチ   ー1
・OCTAVE切 り替えスイッチ   0
・OCTAVE切 り替えスイッチ   +1

③ [SAVEスイッチ]を押すと、[ディスプレイ]に『 ―』と表示され、[ENttER/十 スイッチ]を押すと MIDiモ ー ドが設定されます。

無音プログラムについて

トーンのドラムプログラム『d_10』 の後に無音のプログラム (ディスプレイ表示『―――』)が入っています。
FADERBOARDの 音声信号を出さずに、MIDl出力信号のみを出力したい際に使用します。FADERBOARDと MiDi接続した外部 M:Di

機器の音声のみを本機の [LiNE入力端子]に戻し、本機のエフェクトを使用し[L:NE出力端子]か ら出力する際に選択してください。

外部 MiDi機器の出力が FADERBOARDの 出力と別である場合は、本機の [Mtr「Eスイッチ]を使用して演奏することも可能です。

懸厄麟難纂握璧茎鶴鰤柵颯謀勲孟饉懇趙撫鐵様墨運醤舞鷺

エフェクトについて

“
５４
６４

”
　
”
　
”

５

　
５

　
５

３

４

５

FADERBOARDの 内蔵エフェクトは 12種類あります。エフェク
トを利用すると、出力音にさまざまな効果を加えることができま

す。

エフェクトの種類の切り替えは EEFFECT切 り替えスイッチ]で、
エフェクトのオン、オフは [EFFECT ON/OFFス イッチ]で行い、
演奏の最中でも適用されます。

選択したエフェクトは [ED:Tボ リューム A」、[ED!Tポ リューム B]

を使用してパラメータを設定します。

EFFECT切 り曽えスイッチ
                 ([)i[―

――EFFECT ON/OFFスイッチ

EDITポ リュームB――…
〕

`」

〕):  :(【!,11-―
―ED:Tポ リュームA
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エフェクトの種類とバラメータ

FLANGER(フ ランジャー)
フランジャー、コーラスは音をわずかに遅らせて音程を揺らし、原音と混ぜ合わせることで音にうねりや広がり、ビプラート感を与え
ます。デプスを上げすぎると音が歪む場合があります。

REVERVE(リバープ)
プレート・リバープの残響や臨場感をシミュレートしています。

EDIT A <タ イム>
EDiT B <レベル>

ED!丁 A <LFOレイト>

EDIT B <デ プス>

EDIT A くLFOレ イト>

EDlT B <デプス>

RING MOD.(リ ング・モジュレーション)
音に変調をかけて金属的な響きや効果音的なニュアンスを加えます。

ED「 A <フ リケンシー>
EDiT B <′ ラヽンス>

PI丁CH SHIFTER(ビ ッチ・シフター)
音程を変化させるエフェクターです。

ED!TA <ビ ッチ>

ED!TB <ト ライ・レベル>

COMPRESSOR(コ ンプ レッサ ー )

コンプレッサーはレベルの小さな音は大きく、
えます。

EDIT A <セ ンシティビティ>

EDIT B <ア タック>

ツマミを右に回すほど、残響の時間が長くなります。

ツマミを右に回すほど、残響音のレベルが大きくなります。

フランジャー/コ ーラスの LFOのスピードを調整します。ツマミを右に回すほど
LFOのスピードが速くなります。

フランジャー/コ ーラスの効果の深さを調整します。ツマミを右に回すほど、コ
ーラスからフランジャーの効果に変化します。デプスを上げすぎると音が歪む場

合があります。

フェイザーの LFOのスピードを調整します。ツマミを右に回すほどLFOのスピー
トが速くなります。

フェイザーの深さを目飾します。ツマミを右へ回すほど、音のうねりが大きくな
ります。

PHASER(フ ェイザー)
位相を周期的に変化させた音を原音に混ぜ合わせることによって、音にうねりを与えます。

変調をかける周波数を設定します。ツマミを右に回すほど周波数が高くなります。

エフェクト音とダイレクト青のバランスを設定します。ツマミを右に回すほどエ

フェクト音が大きくなり、ダイレクト音が小さくなります。

変化させる音程を設定します。ツマミの位置がセンターの埓合は入力された音と

同じ音程で、左に回すと低く、右に回すと高くなります。ビッチの可変範囲は

±2オクタープで下記のように変化します。

元の音をビッチ・シフトされた音に足します。ツマミを右に回すほど、元の音が
エフェクト音に足されます。

レベルの大きな音は小さくして、音量の差を圧縮 し、音の粒立ちをそろ

コンプレッサーの効き具合を設定します。ツマミが左いっばいの状態ではなにも
効かず、右へ回すほど強く掛かります。

コンプレッサーが効くまでのアタックの速さを設定します。ツマミを右へ回すほ

どアタックが遅くなります。

音程例 (入力音 C3)

15



DISTOR丁10N(デ ィス トーション)
音量を適度に上げることで音を歪ませ、豊かな倍音を与えます。

EDIT A <ゲイン>             歪ませ具合を設定します。ツマミを右に回すほど音が歪みます。

EDIT 8 くレベル>             出カレベルを調整します。ツマミを右に回すほど、出カレベルが大きくなります。

DECIMATOR(デ シメータ )
サンプリング周波数やデータのビット数を低下させて、チープなサンプラーのようなざらざらしたサウンドをつくります。

EDIT A <サ ンプリング周波数>      ツマミを右に回すとローファイ、左に回すとハイファイな音になります。
EDiT B <サンプリング・ビット数>    ツマミを右に回すとビット数の少ない音 (ロ ーファイ)に、左に回すとビット数

の多い音 (ハイファイ)になります。入力音量が極端に小さいと出力されない場
合があります。

RESONAttOR(レ ゾネ ータ ー )
バンドバス。フィルターで特定の周波数の音を持ち上げたものを元の波形に加えます。

EDIT A <カ ットオフ周波数>       バンドバス・フィルターのカットオフ周波数の調整します。ツマミを右に回すほ

どカットオフ周波数が高くなります。

EDIT B くレゾナンス>           カットオフ周波数付近の音を強調して、音にクセをつけます。ツマミを右に回す

ほど、レゾナンスが高くなります。レゾナンスを高く設定するとカットオフ周波

数や入力音によっては音が歪む場合があります。

FILTER(フ ィルター)
レゾナンスつきのローバス・ フィルターです。カットオフ周波数よりも高い帯域の倍音を削 り、音を丸めます。

EDlT A <カ ットオフ周波数>        ローバス・フイルターのカットオフ周波数の調整します。ツマミを右に回すほど
カットオフ周波数が高くなります。

ED!TB <レゾナンス>           カットオフ周波数付近の音を強調して、音にクセをつけます。ツマミを右に回す
ほど、レゾナンスが高くなります。レゾナンスを高く設定するとカットオフ周波

数や入力音によっては音が歪む場合があります。

DELAY(ディレイ)
ディレイはディレイ・タイムがパターンのテンポに自動的に同期するテンポ・ディレイになっています。

EDIT A <タイム>             ディレイ・タイム (1l ms～ 2048 rls)を 設定します。ツマミを右に回すほどデ

ィレイタイムが長くなります。

ED:TB <フ ィードバック・レベル>    ディレイのフィードバック量とレベルの調整をします。右に回すほどフィードバ
ック量とレベルが大きくなります。

WAH(ワ ウ)
カットオフ周波数をLFOで コントロールするワウです。

EDIT A <LFOレイト>          カットオフ周波数の LFOの スピードを調整します。ツマミを右に回すほど LFO
のスピードが速くなります。

ED:TB <カ ットオフ周波数>       カットオフ周波数の日整します。ツマミを右に回すほどカットオフ周波数が高く

なります。
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エラーメッセージ

Er.1

Er.3

Er.4

Er。7

Er.8

Er.9

書き込みができませんでした。

本体またはスマートメディアの空き容量が足りません。保存するにはデータを削除して十分な空き容量を確保して
から保存を実行してください。スマートメディアに FADER80ARDの データを保存するには4MB以上の空き容量
が必要です。

スマートメディアからのファイルの読み込み (再生)ができません。ファイルの形式が違うか、破損しています。
読み込むことができるファイルは FADERBOARDのファイルと、WAVファイル (8b忙 および 16b社 のモノラル )
A!FFフ ァイル (8b仕 および 16b社 のモノラル)です。

スマートメディアからのファイルの読み込み、またはスマートメディアヘの保存の途中でエラーが発生しました。

スマー トメディア上に FADERBOARDが認識できるファイルがありません。

スマー トメディアのライ トプロテクトシールが貼られています。スマートメディアのライトプロテクトシールをは
がします。

付録

表 1 シンセプログラム

S.01:Saw― Pro synth S.16:Cyber Bass― Zl

S02:Pulse 25%―MG S17:Ring Bass― MS2k

S.O3 : Square S18:Vibrato Sine

S.04:Tnangle MG S19:NRG Hit

S.05 : Pure Sine S.20:Ac.3ass

S.06:Sine Kick Bass S.21:Ml Pick Bass

S07:Dark Bass S22:SiaD BaSS Mix

S.08:Additlve Sine S.23:M10rgan

S.09:DWGS Be‖ S.24:DWGS Clav

S10:SOuare Oct Mix S25:Voice VS

S.11:DWGS Digに J S_26:Pad Chord mai7

S12:5th Sine S27:Ml Piano Chord Set

S.13:5th Square S_28:E.P Chord Set

S_14:Sync T"― MS2k S29:Guitar Chord Set

S.15:HPF Sweep― MS2k S.30:Noise

注意 :S27、 S28、 S29はコードの入ったプログラムなので、オクタープを変換しても比例しない部分があります。
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表2.ドラムプログラム

トラムプログラム『 d.10』 の後に、無音状態のプログラム『―――』が含まれています。

表 3.ル ー トキー早見表

КEY FAOCR I

8ass Orum l

КEY FADER 2

8ass Orum 2 Snare l

КEY FADER 4

Snare 2

κEY FADER 5

Hihat l Hihat 2 Kit l

KEY FADER 8

Kit 2

KEY FADER 9

Sound l

KEY FADER 10

Sound 2

d.01:OG S‐
"ッ

4

d.02 : Bump Rlde Cdee 2 Rewe-BO

d.03:Tlght BD-99 Dlst3 BD-07y2 SD-882 SO―Amb11 Cabe-Nomal HH-0● Cl Cras卜 99 Crdh-NodrEl

d.04:Mirror shaker BD 881 30 882 Clap‐ 99 SO-381 HH 99 0● ReVe― SO t Rev― CraSh Rd€t'cSD2

d.OS : Smoov B‐ Dry 4 BO Squash SO―R`Bl Bongo-Hl Op Bongo SIao N5 Boiao-Lo Op Eonto-Lo N5

d.06:New」 ack BD―Ory 2 SD― Dlsco

d.07 : Fun House H卜OdCゎ Acog● SⅢたいPerc i Cowbem

d_08:Rough B‐」un" S‐ Jun“ S●Piccolo 2 Rl…εむ 1 fofrJeHi

d.09:Tabla B0 0ry 2 Tabla rn Tabla Mute 2 Cabasa Dst up T$zutrri

d.l0: Conga CmB-S Shp I Csg-b 94 N5 Cda-btrSlg Cabasa― EXB Guiro-Long

1/2 STEP 1 2 3 7 8 11

ルートキー C C♯ D D♯ E♯ F F♯ G G♯ A A♯ B♯

別名 D♭ E♭ G♭ A♭ C

キ ー 音 目

C ド

D レ

E ホ

F フ ア

G ソ ト

A フ イ

B ンヽ ロ

表 4.音 階符号表

MA」OR=長調
MINOR=短調

表 6.BPM設 定一覧表

表 5.オ クタープ・ KEY FADER対応表

KEY FADER 1 4 5 9 10

オクターブ:+1 C D F G A B C D E

オクターブ :0 C D F G A C D E

オクタープ :-1 C D F G A C D E

8PM範囲 変化単位

0  ～ 20 20

20 ～ 30 5

30 ～ 170 1

170 ～ 240 2

240～ 4∞ 5

400 ～ 8∞

800 ～ 999 1∞

18



ファンクション¨

送 信 受 信 備 考

ベーシック  電源ON時
チャンネル  設定可能

1-16
1-16

×
　
×

記憶される

電源ON時
モード    メッセージ

代用

×

**********

×
　
Ｘ

　
Ｘ

ノート

ナンパー :  音域
35-88

**********

×

　

×

ベロシティ  ノート・オン
ノート・オフ

X  9n,v=96

X 8n,F80

Ｘ
　
Ｘ

アフター   キー別
タッチ    チャンネル別

×

　

Ｘ

×
　
×

ビッチ・ベングー × ×

コントロール

チェンジ

プログラム

チェンジ :  設定可能範囲
0 0-50
**********

×
　
×

エクスクルーシブ × ×

:ソ ング・ポジション
コモン :ソング・セレクト
:チューン

×

X

X

X

X

X

リアル   :ク ロック
タイム   :コ マンド

×

×

×

X

:ローカル・オン/オフ

その他 :オール・ノート・オフ

:アクティプロセンシング

:リセット

×

×

○

×

×

×

×

×

備考

FADERBOARD   MIDiイ ン プ リ メ ン テ ー シ ョ ン チ ャ ー ト

モード1:オムニ・オン、ポリ   モード2:オムニ・オン、モノ
モード3:オムニ・オフ、ポリ   モード4:オムニ・オフ、モノ

○ :あ り

X:な し
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=二=:二
■■1:≧ど :||::基曇曇三二: 基菫1と姜11:

● お客さまがこの機器を分解、改造された場合、以後の性能について保証できなくなります。また修理をお断りする場合がございます。

i:|:::::::::::JI::´ |

主な仕様

● 定格入カレベル/イ ンピーダンス

PHONO l
LiNE:
M:C:

● 定格出カレベル/イ ンピーダンス

LiNE:

HEADPHONE:

● 周波数特性 :

● SN比 :

-45 dBv/47 kΩ
~10 dBVノ/10 kΩ

-50 dBvノ/15 kΩ

O dBv/1kΩ
150 mW/22 kΩ

50～ 14 kHz

く-70 dBv

● 電源 :

●消費電力

●寸法 :

●重量 :

DC 15 V 500 mA

5W

W460× D260× H97mm

約 4k8

● 仕様および外観は、改良のため、予告なく変更することがありますが、ご了解ください。

アフターサービスについて

保証書は必ず「お買い上げ日・販売店名」等の記入を

お確かめのうえ、販売店から受取つていただき内容を

よくお読みの後、大切に保管してください。

保鎌瀬1義11お買い上げ日から1年です。

補修用性能部品の最低保有期間は、製造打切り8年で
す。
この期間は通産省の指導によるものです。性能部品と

は、その製品の機能を維持する為に必要な部品です。

修理に関するご相談並びにご不朝な点は、お買い上げ

の販売店にお問い合わせください。

異常のあるときは、使用を中止し、お買い上げの販売

店に修理をご依頼ください。

(保証期間中であつても、内容により有償となる場合があります。)

|■  |■  ‐1堡
=事
ロー,|■ |‐■| ■■‐|

修理に際しましては保証書をご提示ください。

保証書の規定に従って修理させていただきます。

・  ‐1 保証期間が過ぎているときは

修理すれば使用できる場合には、ご希望により修理さ
せていただきます。

便利メモ

お買い上げの日

お買い上げ店名
TEL.(   )   ―

バスタクス株式会社

本社

〒154-∞23 東京都世田谷区若林 1-18-6
Tel:03-3412-701l  Fax:03-3412-7013
Web:「洲ゎ://www.veStaX com
E― nn」l:infoαestax.com FEB 2003 FADERBOARD J①


